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電 波 科 学 計 算 機 実 験 装 置(KDK)全 国 共 同 利 用 専 門 委 員 会
委 員長 大村 善 治(京 都 大学 ・生 存 圏研 究 所)
1.共 同利用施設 および活動の概要
電波科学計算実験装置(KDK)は宇宙プラズマ、超高層 ・中層大気 中の波動現象お よび宇 宙
電磁環境 などの計算機実験 による研究 を推進 させ るた めに導入 された専用計算機 システムで
あ る。KDKは京都 大学学術情報 メデ ィアセンターに設置 されてお り、Cray製XE6の160ノー
ド、GreenBlade8000の32ノー ド、2548Xの5ノー ドお よび約424TBの補助記憶装置 を使用
してい る。 また、生存圏研究所 内に実効容量240TBの補助記憶装置 と解析用 ワークステーシ
ョンを有 してい る。柔軟な計算機 システム運用 によって、大規模計算 を長 時間実行す る環境
を提供 し、生存圏科学 において従来 の小規模 な計算機 実験では知 り得なかった新 しい知 見を
得 る ことに貢献 してい る。
図1:電 波 科 学計 算実 験装 置(京 都 大学 学術 情 報 メデ ィアセ ン ター に設 置)
2.共 同利用研究の成果
2.1研究課題
電波科学計算実験装置 全国共同利用では以下の課題 を募集 してお り、今年度 の利用代表者
数 は60名で ある。




・その他の生存圏(森 林 圏、人間生活圏な ど)関 連の計算機実験
・大規模計算機実験に有効 な数値解析手法開発
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成 行 泰 裕,羽 田 亨,坪 内 健,太 陽 風 ア ル ヴ ェ ン 波 と イ オ ン ビ ー ム 不 安 定 性,プ ラ ズ マ ・核 融 合
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2.3学 位 論 文
芦 田 康 将,StudyonPropulsiveCharacteristicsofMagneticSailandMagneto
PlasmaSailbyPlasmaParticleSimulations,京 都 大 学 大 学 院 工 学 研 究 科 博 士
論 文.
藤 崎 章 吾,磁 気 中 性 線 が 反 平 行 磁 場 に 垂 直 で な い 三 次 元 高 速 磁 気 再 結 合 過 程 の 数 値
的 研 究,愛 媛 大 学 大 学 院 理 工 学 研 究 科 修 士 論 文.
中 山 洋 平,地 球 磁 気 圏 サ ブ ス トー ム に お け る 重 イ オ ン 加 速 と リ ン グ カ レ ン トの 発 達
に 関 す る 研 究,京 都 大 学 大 学 院 工 学 研 究 科 修 士 論 文.
2.4受 賞
臼 井 英 之,計 算 機 実 験 に よ る 宇 宙 機 近 傍 の プ ラ ズ マ 電 磁 擾 乱 の 研 究,地 球 電 磁 気 ・
地 球 惑 星 圏 学 会 「田 中 舘 賞 」2013年5.月.
成 行 泰 裕,太 陽 風 プ ラ ズ マ 中 磁 気 流 体 波 動 の 非 線 形 過 程 の 研 究,地 球 電 磁 気 ・地 球
惑 星 圏 学 会 「大 林 奨 励 賞 」2013年ll.月.
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3.共 同利 用状 況
3.1共同 利 用 課 題 採 択 件 数 及 び共 同利 用者 数
*O内 数字 は国際共同利用課題数
**研 究代表者 お よび研究協力者 の延 べ人数
3.2利用 実 績(平 成25年4月1日 ～ 平 成26年2月9日)
140口17E11直1





図2:主 シス テ ム(シス テ ムA)の月別 利 用状 況
4.専 門委員会 の構成および開催状況(平 成25年度)
4.1専門委員会の構成
大村善治(京都大学 ・生存 圏研究所)






藥東生(筑 波大学 ・システ ム情報 工学研 究科)
佐藤亨(京都大学 ・情報学研 究科)
篠原育(宇宙航 空研 究 開 発 機 構)













場 所:京 都 大 学 生 存 圏研 究所 生 存 圏 セ ミナ ー 室(HW525)





場所:京 都 大学生存圏研究所 木質ホール
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